
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ご坊さんだより 
桑名別院 本統寺 

月 

第４２号 

発行所：桑名別院 

発行人：長澤隆司 

桑
名
別
院 

院
議
会 

桑
名
別
院 

婦
人
会 

研
修
旅
行 

教
区
・
別
院 

慶
讃
法
要 

講
習
会 

さ
る
５
月
14
日
（
水
）、
桑
名
別
院
婦
人
会
に
て
研
修

旅
行
を
行
い
ま
し
た
。 

午
前
中
は
本
山
（
東
本
願
寺
）
に
参
拝
し
、
ま
た
諸
殿

の
拝
観
を
い
た
し
ま
し
た
。
本
山
参
拝
接
待
所
職
員
に
よ

る
丁
寧
な
説
明
を
い
た
だ
き
、
参
加
者
か
ら
は
「
婦
人
会

だ
け
で
な
く
、
個
人
で
も
何
度
か
参
拝
を
し
て
い
る
本
山

で
す
が
、
訪
れ
る
た
び
に
新
た
な
発
見
が
あ
る
。」
と
い
う

お
声
が
聞
こ
え
て
き
ま
し
た
。 

さ
る
５
月
15
日
（
木
）、 

本
廟
部
定
衆
兼
本
廟
部
長 

の
近
松
誉
氏
を
講
師
に 

お
迎
え
し
て
、
三
重
教
区
・ 

桑
名
別
院
宗
祖
親
鸞
聖
人
八
百
五
十
年
・
立
教
開

宗
八
百
年
慶
讃
法
要
に
向
け
て
の
講
習
会
を 

 

行
い
ま
し
た
。 

諸
法
要
の
進
行
を
担
う
「
式
支
配
」
の
役
割
を
座

学
で
深
め
た
の
ち
、
本
山
が
制
定
し
た
慶
讃
法
要

の
次
第
例
に
沿
っ
て
、
模
擬
法
要
を
行
い
、
総
評
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。 

別
院
関
係
団
体
が
揃
っ
て
学
び
を
深
め
る
こ
と

が
で
き
、
教
区
・
別
院
慶
讃
法
要
に
向
け
て
、
様
々

な
確
認
が
で
き
ま
し
た
。 

さ
る
４
月
30
日
（
水
）、
別
院
聞
光
殿
を 

会
場
に
、「
二
〇
二
五
年
度
桑
名
別
院
院
議
会

（
通
常
会
）」
が
開
催
さ
れ
、
審
議
（
全
２
議

案
）
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 

こ
の
た
び
の
通
常
会
は
、
前
年
度
の
事
業
報

告
と
決
算
、
本
年
度
の
事
業
計
画
案
と
予
算
案

の
審
議
で
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 
特
に
通
年
の
諸
法
要
に
加
え
、
現
在
、
計
画

策
定
中
の
別
修
法
要
「
三
重
教
区
・
桑
名
別
院

慶
讃
法
要
」
を
お
迎
え
す
る
た
め
の
予
算
計
上

等
に
つ
い
て
説
明
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 

す
べ
て
の
議
案
は
全
会
一
致
に
て
承
認
さ

れ
ま
し
た
。
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
８
月
発

行
予
定
の
『
三
重
教
報
』
第
87
号
に
て
お
伝
え

し
ま
す
の
で
、
ご
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。 

午
後
か
ら
は
石
山
寺
の
前
を

流
れ
る
瀬
田
川
を
眺
め
な
が
ら
、

湖
国
料
理
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

そ
の
後
、
各
々
の
ペ
ー
ス
で
紫
式

部
ゆ
か
り
の
寺
で
あ
る
石
山
寺

を
参
拝
し
て
ま
わ
り
ま
し
た
。 

石
山
と
呼
ば
れ
る
だ
け
あ
っ
て
、

石
を
削
っ
て
作
ら
れ
た
傾
斜
の

あ
る
地
形
に
息
が
あ
が
る
も
の

の
、
長
い
歴
史
と
人
々
の
思
い
を

感
じ
さ
せ
る
数
々
の
重
要
文
化

財
の
圧
巻
な
佇
ま
い
に
、
そ
の
息

を
吞
む
ば
か
り
の
、
貴
重
な
経
験

を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 



 

 

 

 

 ｘ 

 

 

慧日院厳量(大谷勝信)は、真宗大谷派連枝として 
1887年桑名別院住職に就任。1951年逝去。 

 

◎ 暁 1 日: 500 円 / 5 回分: 2,000 円            

◇ 晨朝（おあさじ）  毎日 7:00～ 

◇ 祥月経        毎日 9:00～ 

毎月 13、28 日は 13:00～、31 日は前日に兼ねます。 

  

  

 

 

◇ お夕事            毎日 16:00～ 

◇ 御命日のお参り  

先門首  13 日 / 親鸞聖人  28 日 

 
 

◇ 御歴代御命日   
6 月 18 日(水) 存如上人 第７代 

 

 

◇ 慧日院殿御命日 (御正当)   
6 月 25 日(水) 13:00より逮夜 

26 日(木)  7:00より晨朝 / 9:00 より日中 

 

◇ 人生講座   会費 500 円 

  ６月１日（日） 7:00 ～ 8:00 

講師  伊藤 英基氏           
(四日市市 本誓寺 住職） 

 

 
 
◇ 同朋の会 【正信偈のことばにふれる⑬】 

  ６月６日（金）13:00～15:00 会費 500 円 

講師 長澤 隆司 

    （桑名別院 輪番） 

 

    
◇ 桑名別院法話のつどい  

６月１３日（金）13:00～15:00 

講師 渡邉 憲明 氏 
       （桑名市 圓授寺 住職） 

◇ 親鸞聖人御命日のつどい  
６月２８日（土）13:00～15:00 

講師 桑原 範人 氏 
       （桑名市 西福寺 住職） 

◇ 晨朝法話  
毎朝 7:00 からの勤行後  
法話 別院列座（１3 日、28 日の御命日は輪番） 

  
 

 

桑名別院 本統寺 

▶ 三重県桑名市北寺町４７番地 

▶
▶ ▶
▶

 

※ 毎月第一金曜日開講。 

次回７月４日(金) 講師 長澤 隆司（桑名別院 輪番） 

 

  
 
 

※毎月第１日曜日開講。 

７月６日(日) 講師 折戸沙紀子 氏 (多気町 法受寺 衆徒) 

 

 

 

法話(又は講演)のご案内 法要(お勤め)のご案内 

他の時間に祥月経をご希望の方、 
または年忌等、各種お参りをご希望の方は 
寺務所までお問い合わせください。 
 

前 日：13:00 より逮夜  
御命日：7:00 より晨朝、9:00 より日中 

 

前 日：16:00より逮夜 
御命日： 7:00より晨朝 兼 日中 

 

夏の御文  

６月 27 日(金)、28 日(土) 13:00～  

   

            

その他（６月の予定） 

 婦人会清掃奉仕活動 
 

６月  11日 (水)    9:00～１1：００頃まで  

 

▶ 真宗公開講座実行委員会議   
６月  11日 (水)  16:00～17：3０頃まで  

会場：アストプラザ 会議室２（津市）  

内容：第４４回真宗公開講座の反省会 

(引き続き 懇親会) 

 
 

 

▶ 会議について、該当者にはすでにご案内をお送りしております 

夏の御文は、蓮如上人がお亡くなりになる前年の明応７年
(1498年)５月から６月にかけて書き遺された４通の『御文』を
拝読し、信心の大切さをいただき直す仏事です。 
 

今後の行事予定 

[

会
場] 

桑
名
別
院 
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